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7.自動電離スペクトルの励起Ⅹ線エネルギー依存性

佐 藤 寿 弘

一般にAuger電子スペクトルは,励起線源に依存しないと思われている｡しかしBrenerら

は,励起線源として,(a)4.5(key)の電子線 ･(b)4.511(key)(C)1.487(key)のⅩ線 を

用いて,3d遷移金属のTi,Ⅴ,Crの Augerスペクトルを測定し,励起線源によって著しく異

なる結果が得 られたことを報告している｡

彼らの実験結果によると,M2,3-VVAugerスペクト/レ付近に現れる自動電離スペクトル

が(a),(b)の線源で現れ,(C)では現叫ていない｡

この研究では簡単なモデルを用いて,M2,3-ⅤⅤと自動電離スペクトル強度比,及びFano

効果による自動電離スペクトルのプロフィルの変化などを考慮して,Brenerらの結果を検討

し自動電離スペクトルが励起Ⅹ線エネルギーにどのように依存 しているか求める｡

8.量子スピン系の基底状態

富 田 靖 浩

1. 量子RKKYスピングラスの基底状態

RKKY相互作用で結ばれたスピンがランダムに面心立方格子上に分布した系について,塞

底状態に長距離秩序があるかどうかを有限系の数値的対角化の方法で調べた｡量子ノ､イゼンベ

ルグモデルと,それを拡張L z方向の異方性 Aを考慮したモデルについて計算し,各Aについ

て無限系-の外挿を行った｡そして spin glassorderparameterの値のA依存性と,ⅩY-like

regionでpowerdecayするとした場合の臨界指数 符の-A依存性を求めた｡

2.量子スピン系の基底状態

Dyson,Lieb,Simonの方法を拡張して,反強磁性ⅩⅩZモデルについて,異方性 parame-
terが,スピンの大きさSによって決まるある範囲にあるときに,LROが存在することを厳密

に証明した｡
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